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株主の皆様へ

株主の皆様には平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

当社は平成２４年９月３０日をもって第７９期上半期を終了いたしましたので、当社グループの

営業の概要ならびに中間決算につきましてご報告申し上げます。

当中間期の概況

　当中間期における世界経済は、欧州財政問題の長期化と中国など新興国における経済成長率の鈍化を主因に減速基調

で推移しました。

　わが国におきましては、震災復興需要やエコカー補助金を背景に、内需を中心に緩やかな増加基調で推移しましたが、

円高等により、依然として先行き不透明な状況が続きました。

　そのような環境下、エレクトロニクス市場におきましては、薄型テレビやパソコンの需要低迷が続きましたが、スマー

トフォンやタブレットPCなど携帯情報端末や自動車向けの需要が増加しました。

　こうした状況の中で、当社グループ（当社および連結子会社）は、携帯情報端末向けにモジュール製品の本格量産を

行い、引続き全般的なコストの削減に努めました。その結果、当中間期における当社グループの業績は、売上高

２０，１７５百万円（前年同期比＋１．６％）、営業利益２８４百万円（前年同期は営業損失９６百万円）、経常利益８０百万円（前年同

期は経常損失４０２百万円）となりました。

　また、特別損益として、タイ洪水被害の保険金確定に伴う「保険差益」４６７百万円、中国生産子会社と天津市当局と

の移転補償契約に基づく受取補償金１８３百万円および移転費用４４百万円、投資有価証券評価損３５４百万円等を計上したこ

となどから、中間純利益は、１１８百万円（前年同期は中間純損失５５５百万円）となりました。
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□中間報告書 Hokuriku Electric Industry Co., Ltd.

財政状態

　当中間期末における資産合計は、前期末比で、新規モジュール製品の本格量産に伴う受取手形及び売掛金の増加を主

因に、８３６百万円増加し、負債合計は、支払手形及び買掛金を主体に、１，６４５百万円増加しました。

　純資産合計につきましては、前期末比で、自己株式（△表示）がToSTNeT－３による取得を主因に４２５百万円増加した

ことや、少数株主持分が連結子会社の完全子会社化を主因に３４４百万円減少したことなどから、８０８百万円の減少となり

ました。

　キャッシュ・フローの状況につきましては、税金等調整前中間純利益３３５百万円、減価償却費６７１百万円、保険金の受

取額９６８百万円などにより、営業活動によるキャッシュ・フローは、１，６６０百万円の収入となりました。

　また、投資活動によるキャッシュ・フローは、固定資産の取得による支出を主体に、１，２４４百万円の支出となり、財

務活動によるキャッシュ・フローは、自己株式の取得、配当金の支払いなどにより、５４９百万円の支出となりました。

　なお、中間配当につきましては、財務体質の強化を図る観点から、遺憾ながら見送らせていただきたいと存じます。

　何卒ご了承賜りますようお願い申し上げます。

通期の見通し

　海外経済の減速などを背景に、景況は不透明感が強まっており、当社グループといたしましては、徹底した生産性の

向上を図るとともに、新規分野への拡販を推進する所存であります。

　株主の皆様におかれましては、今後ともより一層のご支援・ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

代表取締役社長　津 田　信 治
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中間連結財務諸表

中間連結貸借対照表（平成２４年９月３０日現在） 
（単位：百万円）

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

（資　産　の　部） （負　債　の　部）

　流動資産 ２０，６６９ 流動負債 １７，０７８

　　現金及び預金 ４，４５８ 　支払手形及び買掛金 ９，２１２

　　受取手形及び売掛金 ８，６２０ 　短期借入金 ６，２３１

　　たな卸資産 ６，３２８ 　未払法人税等 ２１８

　　繰延税金資産 ４１２ 　賞与引当金 ２３５

　　その他 ８５６ 　その他 １，１８０

　　貸倒引当金 △７ 固定負債 ８，４５７

　固定資産 １５，５０８ 　長期借入金 ３，６５１

　　有形固定資産 １１，４３９ 　繰延税金負債 ３９８

　　　建物及び構築物 ２，９６８ 　退職給付引当金 ３，６５１

　　　機械装置及び運搬具 ４，６２４ 　その他 ７５６

　　　土地 ３，１５４ 負債合計 ２５，５３５

　　　その他 ６９１ （純 資 産 の 部）

　　無形固定資産 ４４０ 株主資本 ９，９１９

　　投資その他の資産 ３，６２８ 　資本金 ５，２００

　　　投資有価証券 １，２３９ 　資本剰余金 ５，３６０

　　　繰延税金資産 １，７１７ 　利益剰余金 ４７４

　　　貸倒引当金 △４５８ 　自己株式 △１，１１４

　　　その他 １，１３０ その他の包括利益累計額 △５１５

　その他有価証券評価差額金 １４

　繰延ヘッジ損益 △９

　土地再評価差額金 ６４７

　為替換算調整勘定 △１，１６８

少数株主持分 １，２３８

純資産合計 １０，６４２

資　産　合　計 ３６，１７８ 負債・純資産合計 ３６，１７８
（注）　記載の金額は、百万円未満を切捨てて表示しております。
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□中間報告書 Hokuriku Electric Industry Co., Ltd.

中 間 連 結 損 益 計 算 書
（平成２４年４月１日から平成２４年９月３０日まで） （単位：百万円）

科　　目 金　　額
売上高 ２０，１７５
　　売上原価 １７，５１５
売上総利益 ２，６５９
　　販売費及び一般管理費 ２，３７５
営業利益 ２８４
　　営業外収益 １３８
　　　受取利息及び受取配当金 ３６
　　　その他 １０１
　　営業外費用 ３４２
　　　支払利息 ７９
　　　為替差損 １４３
　　　その他 １１８
経常利益 ８０
　　特別利益 ６６７
　　　固定資産売却益 １０
　　　保険差益 ４６７
　　　受取補償金 １８３
　　　その他 ６
　　特別損失 ４１１
　　　減損損失 ３
　　　固定資産除却損 ４
　　　投資有価証券評価損 ３５４
　　　移転費用 ４４
　　　その他 ５
税金等調整前中間純利益 ３３５
　　　法人税等 １６３
少数株主損益調整前中間純利益 １７２
　　　少数株主利益 ５３
　　　中間純利益 １１８

（注）　記載の金額は、百万円未満を切捨てて表示しております。

中間連結株主資本等変動計算書（平成２４年４月１日から平成２４年９月３０日まで） （単位：百万円）

株　主　資　本 その他の包括利益累計額

少数株主
持　　分資本金 資　本

剰余金
利　益
剰余金 自己株式 株主資本

合　　計

そ の 他
有価証券
評　　価
差 額 金

繰　延
ヘッジ
損　益

土　地
再評価
差額金

為替換算
調整勘定

当 期 首 残 高 ５，２００ ５，６２６ ３５３ △６８８ １０，４９１ △１５３ △１２ ６５０ △１，１０７ １，５８３
当 中 間 期 変 動 額 － △２６６ １２０ △４２５ △５７１ １６７ ３ △２ △６１ △３４４
剰 余 金 の 配 当 △２６６ △２６６
中 間 純 利 益 １１８ １１８
自 己 株 式 の 取 得 △４２５ △４２５
土 地 再 評 価 差 額 金 の 取 崩 ２ ２
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
当 中 間 期 変 動 額（純額） １６７ ３ △２ △６１ △３４４

当 中 間 期 末 残 高 ５，２００ ５，３６０ ４７４ △１，１１４ ９，９１９ １４ △９ ６４７ △１，１６８ １，２３８

（注）　記載の金額は、百万円未満を切捨てて表示しております。

（要約）中間連結キャッシュ・フロー計算書
（平成２４年４月１日から平成２４年９月３０日まで） （単位：百万円）

科　　目 金　　額
営業活動によるキャッシュ・フロー
　税金等調整前中間純利益 ３３５
　減価償却費 ６７１
　減損損失 ３
　売上債権の増加額 △１，３１９
　たな卸資産の増加額 △３０８
　仕入債務の増加額 １，４３７
　その他 ８４０
　　営業活動によるキャッシュ・フロー １，６６０
投資活動によるキャッシュ・フロー
　固定資産の取得による支出 △１，３５５
　投資有価証券の取得による支出 △２１
　その他 １３２
　　投資活動によるキャッシュ・フロー △１，２４４
財務活動によるキャッシュ・フロー
　短期借入金の純増額 ２，４５２
　長期借入金の純減額 △２，２３６
　自己株式の取得による支出 △４２５
　配当金の支払額 △２６６
　その他 △７３
　　財務活動によるキャッシュ・フロー △５４９
現金及び現金同等物に係る換算差額 △５６
現金及び現金同等物の減少額 △１８９
現金及び現金同等物の期首残高 ３，９３９
　　現金及び現金同等物の中間期末残高 ３，７５０

（注）　記載の金額は、百万円未満を切捨てて表示しております。
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連結決算ハイライト

■　平成24年度上期
   製品分類別売上高構成比

■　平成24年度上期
   地域別売上高構成比

（百万円） （百万円）

抵抗器・機構部品
5,560（27.6%）

サーミスタ・
センサ
2,167（10.7%）

電子デバイス・センサ
　1,459（7.2％）

欧州　283（1.4%）

モジュール製品
10,368（51.4%）

その他　621（3.1%）

平成23年3月期 平成24年3月期 平成25年3月期
（中間）

平成23年3月期 平成24年3月期 平成25年3月期
（中間）

平成24年3月期 平成25年3月期
（中間）

平成23年3月期 平成24年3月期 平成25年3月期
（中間）

平成23年3月期 平成24年3月期 平成25年3月期
（中間）

（百万円）
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■　経常利益（損失）

（百万円）
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■　自己資本比率
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28.7
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27.928.6

中間
26.0

北米　462（2.3%）

その他アジア　372（1.8%）

378378△1,169
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391391△543
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1,5781,578
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39,82539,82552,671
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日　本
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中　国　
7,163（35.5%）

アセアン　
2,316（11.5%）
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□中間報告書 Hokuriku Electric Industry Co., Ltd.

所有者別 
 

個人　　　　10,872名
52,938,502株（57.23％） 

その他法人　145名  
8,461,909株（9.15％）

 

金融商品取引業者　38名  
1,771,653株（1.92％） 

金融機関　19名  
9,948,248株（10.75％） 

外国法人等　45名  
2,198,267株（2.38％） 

信託銀行　17名  
8,698,000株（9.40％） 

自己株式　1名  
8,484,417株（9.17％） 

■ 株 式 の状況

発行可能株式総数 ……………………………………… 250,000,000株

発行済株式の総数 ………………………………………… 92,500,996株

株 主 数…………………………………………………………11,137名

■ 大 株 主（上位１０名）

■ 所 有 者別分布状況

■ 会 社概要

■ 取 締役および監査役

社 名 北陸電気工業株式会社

英 文 社 名 HOKURIKU ELECTRIC INDUSTRY CO., LTD.

所 在 地 〒９３９－２２９２　富山県富山市下大久保３１５８番地

T E L ０７６－４６７－１１１１

F A X ０７６－４６８－１５０８

U R L http://www.hdk.co.jp/

設 立 １９４３年（昭和１８年）４月４日

資 本 金 ５，２００百万円

事 業 内 容

固定・可変・チップ等各種抵抗器、圧力・加速度・
湿度等各種センサ、モジュール製品、ペーストスルー
ホール基板等各種電子部品の開発・製造・販売、そ
の他の事業

株　主　名 持　株　数

北電工取引先持株会  千株２，４３０　　

株式会社 北陸銀行 ２，３１４

株式会社 北國銀行 ２，１８３

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） １，８３８　　

北電工従業員持株会 １，８２４

前田建設工業株式会社 １，６４８

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） １，５５０

株式会社 ホクタテ １，４６５

株式会社 富山銀行 １，３９２

野村正也 １，１５５

（注）　１． 当社は自己株式８，４８４千株を所有しておりますが、上記大株主の状況から除外
しております。

　　　２．株式数は、千株未満を切り捨てて表示しております。

会社の概況（平成２４年９月３０日現在）

代表取締役会長……………………………………  野
の

　村
むら

　正
まさ

　也
なり

代表取締役社長……………………………………  津
つ

　田
だ

　信
しん

　治
じ

代表取締役専務……………………………………  野
の

　村
むら

　和
かず

　雄
お

常務取締役…………………………………………  能
の

　登
と

　博
ひろ

　文
ふみ

取　締　役…………………………………………  谷
たに

　川
かわ

　　　聡
さとし

取　締　役…………………………………………  多
た

　田
だ

　守
もり

　男
お

常勤監査役…………………………………………  神
かん

　田
だ

　　　充
みつる

監　査　役…………………………………………  北
きた

之
の

園
その

　雅
まさ

　章
ゆき

監　査　役…………………………………………  坂
さか

　本
もと

　重
しげ

　一
かず

監　査　役…………………………………………  松
まつ

　本
もと

　雅
まさ

　登
と

（注）　北之園雅章、坂本重一、松本雅登の各氏は、社外監査役であります。
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製品紹介

M E M S 技 術をコアとしたセンサ 群  

［３軸加速度センサ］
アナログ出力タイプ・デジタル出力タイプを取り揃えております。デジタル出力タイプは、画面切替、Wake-
up、落下検知の各種割り込み出力機能を有しており、大変使いやすく市場ニーズにマッチした製品です。
スマートフォンやタブレット端末の画面切替やモーションセンシング、電子コンパスの補正用、ノートパソコン
等に搭載されるHDD（ハードディスク駆動装置）の保護用、その他電子辞書、カロリーメーター、ゲーム機コント
ローラー、ドライブレコーダー等幅広い製品に欠かすことのできないキーデバイスとして使用されております。

J A X A 認 定 チップ抵抗器  

当社の高電力形チップ抵抗器（WCR：長辺電極タイプ）が、２０１１年３月３日付で宇宙開発用信頼性保
証長辺電極チップ形皮膜抵抗器として、JAXA（宇宙航空研究開発機構）の認定を受けました。対象と
なる製品は、３２１６サイズ、５０２５サイズ、６４３２サイズの３品目です。２００９年７月に認定を取得した耐サー
ジチップ抵抗器（５品目）に続き２機種目となります。
当社では、１９８２年から角板形チップ抵抗器を製造販売しており、今回２機種目となる高電力形チップ抵抗器
のJAXA認定取得で、実績に裏打ちされたチップ抵抗器の高信頼性と製品開発力が改めて評価されました。

［フォースセンサ］

［気圧センサ］ ［超小型マイクロヒータ］

［圧力センサ・圧力センサモジュール］

小型フォースセンサ

小型気圧センサ MEMSガスセンサ

高電力形、耐サージチップ抵抗器

小型・薄型で１０N以下の微
小荷重検知が可能なセンサ
です。小型低背、更に出力
がリニアで使いやすく、荷
重の微小変化や強弱が検知
できるため、調理家電やゲー
ムのアクセルコントロールボ
タン等各種アプリケーション
に対応可能です。

２．５mm角と業界最小クラ
スの気圧センサを開発しま
した。タブレット端末やノー
トPCに使用されるHDDの
ヘッド浮遊距離制御用の
他、高さ情報検出、気圧計、
天気予報、更にはスマート
フォンへの搭載等各方面
への用途が見込まれます。

MEMS技術を使用した省エネタイプの超小型マ
イクロヒータを開発しました。メンブレン構造で
低熱容量設計（素早い立ち上がり）に加えて、
高耐久性で長寿命設計となっています。更にこ
のマイクロヒータと他社とのコラボレーションに
より、消費電力が従来比１０分の１のガスセンサ
を開発しております。これにより、アルコール
チェッカ、口臭チェッカ、エアーモニタといった
様々なモジュールへの応用が可能です。

ピエゾ抵抗式の半導体圧力センサです。センサ
単体の他、水位検知、ガス圧検知等の各種圧力
センサモジュールをラインナップしています。
中でも水位センサモジュールは、ミリメートル単位の検
知が可能で非常に高精度であり、またアナログ出力、
デジタル出力タイプを取り揃えており、更に取り付け
タイプも基板取付けタイプ、フランジねじ取付けタイ
プを用意し、洗濯機や食器洗い洗浄機、エコキュー
ト等各種水位センシングのニーズに対応しています。

圧力センサ・圧力センサモジュール

３軸加速度センサ
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□中間報告書 Hokuriku Electric Industry Co., Ltd.

■ 主 要 製品
［モ ジ ュ ー ル 製 品］

［各 種 セ ン サ］

［ペ ー ス ト ス ル ー ホ ー ル 基 板］

［高 周 波 部 品・圧 電 部 品］

［各 種 チ ッ プ 部 品］

［機 構 部 品］

各種チップ部品

湿度センサ 自動車用センサ

タクティールスイッチ銀・銅ペーストスルーホール基板

スマートグリッドの基幹技術である無線通信技術。当社では、
スマートメーターをはじめ各種用途向けの特定省電力無線モ
ジュールを用意しております。
また、独自の圧電材料技術に、積層技術を付加した圧電積層ス
ピーカ等の圧電部品は、他方式と比べ小型・薄型で、しかも低
消費電力で環境にやさしい製品です。

スマートフォンや車載電
装品、生活家電等の製
品に欠かせない各種
チップ部品。当社では
０４０２サイズの超小型
チップ抵抗器の他、チッ
プネットワーク抵抗器、
チップ半固定可変抵抗
器、また電流検出用チッ

プ低抵抗器、耐硫化チップ抵抗器、耐サージチップ抵抗器、高
電力チップ抵抗器（長辺電極チップ抵抗器）等の高機能チップ
抵抗器、その他チップタクティールスイッチ等各種チップ部品
を取り揃えております。

先端実装技術を駆使したモジュール製品。スマートフォンやタ
ブレット端末等に使用されている液晶のコントロールモジュール
です。その他自動車電装用モジュール、各種機能モジュールも
製造しております。

快適な生活空間に欠かせない湿度センサ。エアコン、加湿器等
の生活家電の他、事務機器等幅広い分野で使用されています。
また、自動車用センサは、安全性と快適性を実現する高精度か
つ高信頼性な製品です。

ますます電子化が進展する自
動車。当社のペーストスルー
ホール基板は、民生用電子機
器の他、自動車のメーターパ
ネル用としても使用されてお
ります。

デジタル家電、OA機器、
当社のタクティールスイッ
チは、リードタイプの他洗
濯機に代表される白物家電
向けを主な用途とした防水
タイプ、更にはスマートフォ
ンやタブレット端末用の小
型SMD品等各種タイプをラ
インナップしております。

各種電子回路機能モジュール

無線モジュール 圧電部品
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■　国内拠点 ■　海外拠点
本社

HDK America Inc.

本社 製造の拠点 販売の拠点

富山県

Tianjin Hokuriku Electric Industry Co.,Ltd.

WUXI Representative Office

Hokuriku(Shanghai)International Trading Co.,Ltd.

Taipei Hokuriku Electric Industry Co.,Ltd.

Hokuriku(Singapore)Pte.,Ltd.Hokuden(Malaysia)Sdn.Bhd.

HDK(Thailand)Co., Ltd.

MD Tech Phils.,INC.

SVA-Hokuriku Micro Devices Co.,Ltd.

HDK China Ltd.

Hokuriku Hong Kong Co., Ltd.

Hokuriku Electric(Guang Dong)Co., Ltd.

Hokuriku International(Thailand)Co., Ltd.

楡原工場
圧電工場

HDKマイクロデバイス

PRC工場 朝日電子株式会社朝日電子株式会社朝日電子株式会社

北関東営業所

西関東営業所

静岡営業所

北陸営業所

名古屋営業所

大阪営業所

東京営業所

海外営業部

本社

皮膜工場

機構部品工場

高周波部品工場

PRC工場

楡原工場

圧電工場

HDKマイクロデバイス

朝日電子

東京営業所

北関東営業所

西関東営業所

名古屋営業所

静岡営業所

北陸営業所

大阪営業所

海外営業部

HDK America Inc.

HDK China Ltd.

Hokuriku(Shanghai)International
Trading Co.,Ltd.

Hokuriku(Shanghai)International Trading Co.,Ltd.
WUXI Representative Office

Tianjin Hokuriku Electric Industry Co.,Ltd.

Hokuriku Electric(Guang Dong)Co.,Ltd.

SVA-Hokuriku Micro Devices Co., Ltd.

Hokuriku Hong Kong Co., Ltd.

Taipei Hokuriku Electric Industry Co.,Ltd.

Hokuriku(Singapore)Pte.,Ltd.

Hokuriku International(Thailand)Co.,Ltd.

Hokuden(Malaysia)Sdn.Bhd.

HDK(Thailand)Co.,Ltd.

MD Tech Phils., INC.

HOKURIKUグローバルネットワーク
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□中間報告書 Hokuriku Electric Industry Co., Ltd.

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年6月

一 単 元 の 株 式 の 数 1,000株

株 主 名 簿 管 理 人
三菱UFJ信託銀行株式会社

特別口座の口座管理機関

同 連 絡 先
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
〒137－8081 東京都江東区東砂七丁目10番11号
電話　0120－232－711（通話料無料）

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所　市場第一部

公 告 の 方 法
電子公告により行います。
公告掲載URL　http://www.hdk.co.jp/
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告ができない場合は、日本経済新聞に掲載いたします。

【お知らせ】
株券電子化によるご注意
１． 株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座
管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等にお問い合わせください。株主
名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

２． 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、
上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問い合わせください。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお
取次ぎいたします。

３． 配当金の口座振込のご指定につきましても、お手続きは配当金振込指定書を各口座管理機関を経由してお届けいただくこ
ととなりました。従来同封いたしておりました当社専用の「配当金振込指定書」は同封を取りやめております。振込指定
のお手続きにつきましては詳しくは各口座管理機関にお問い合わせください。

４．未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いたします。

株式事務のご案内

記載の中間連結財務諸表等の詳細につきましては、当社のホームページの

IR情報の決算情報にてご覧いただけます。
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